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概 要　侵 襲 に 対 す る 生 体 の 防 衛 機 序 の 一部 が ，」11晴 成 分 に よ つ て い る こ と は 既 に 知 ら れ て い た が，そ の 本態

に っ い て は ，必 ず し も 明 確 な 解 韓が 得 ら れ て い な い ．1954年，L ．　Pillemer は ，」血清補 体 第 3 成 分 の 中 に，生

体 の 非特異 的防 衝機序 に 闘与 す る Properdin−System が 存在す る こ と を 提唱 し，　 Properdin 定 量 に Zymosan
Assay を 創案 し た ．そ の 後，種 々 の 改 良 法 が 試 み ら れ て は い る が ，　 Prop3rdin の 血 清 学 的 定量 法 は

， 極 め て

熟 練 し た 技 術 を 要 す る の み な らず，優 秀 な試 薬 Rp 及 び R ， 血 清 の 作 製 と ，そ の 原 血 清 の 入 手 が 困難 な こ と

と が相 俟 つ て 容 易 で な く，た め に 本 研 究 の 進 展 が 妨 げ られ て 来 た ．著者 は ，McNal1 の 方 法 に 準拠 し，試薬

Rp 血 清 の 作製 に は， 特異 的に Properdin な 吸 着す る Bentonite を 利 用 し ，臨 床的応 用 に 容易 な 変法 に よ っ

て ，未だ 充分 検討 さ れ て い な い 産 婦 人科領域 の 各種 疾患 に お け る ：EL“H　 PrOperdin 値を 測 定 し て
，

若 干 の 知 見

を 得 た の で 報告す る．

　測 定方法 ； Zymosan に よ っ て 不 活 性 化 され る補体 第 3成分 （C
’

s） は 血 清 中 の Properd 洫 量 に よ つ て ぎま

る の で ，補体 成 分 （C
’
1，
C「2，

　Cf
，，
　C ’4 ） を 過 剰 に 含み ，　Preperdin を 含 ま 敬 い 酢清 Rp に 被検血清 を 加 え，そ の

C ’

ヨ を 測 定 し，ま た 別 に 前 述 の 血 清 Rp に 被検 血 清 を 加 え た もの に ，更 に 一
定 量 の Zymosan を 加 え．た も の の

C ’

3 を 比 較 し て ， こ の C ’

3 の 不 活性化 の 割 合 か ら被検血清中の Properd量n 量 を 測 定 し た ．

　実験成績 並 び に 結論 ： （1） 健康 人 27例 （女 子 15例 ， 男子 12鯛 ） で は 性 別 に よ つ て は 大 差 な く，70単位を 中

心 と し て ，85 単 位 か ら 54 単 位 の 間 に 分 布 し，1 週 聞 間 隔 で 2 回 採 血 し た 9 例 で は 5 例 が 同
一

の 値 を 示 し卿他

の 4 例 で も 3単 位 以 上 の 差 は み ら れ な か つ た ．　（2） 正 常 妊 婦 但 例 を 妊娠 時 期 に よ り，前 期，中期 ，後 期 に わ

け る と，前 期 の 平均 値 45単位，中期35単位，後期39単位 で ，健康人 に 比 し 低 下 の 傾 向 が み ら れ た． （3） 絨 毛

性疾 患 群 23例 （胞 状 奇 胎 の 分 娩 又 は 巾絶後 13例 ， 破 壊 性 胞 状 奇胎 2 例 ， 絨 毛 上 皮 腫 8 例 ）で は，奇 胎 分 娩 又 は

中絶 後13例 中 2 例 が 50単 位 以 下 の 低 値 を 示 し ，そ の 中 の 1 例 は ，破 壞 性 咆 状 奇 胎 を 続 発 し，子 宮単剔 術及 び 化

学 療法 を 受 け た ．本 症 例 で は そ の 間 の Properdin 値 の 推 移 を 検討 した ．絨 毛 上 皮腫患 者 8 例中 6例 が 50単位

以 下 の 低 値を 示 し た ． 最近 経 験 し た 3 例 の 絨毛上 皮腫患者 の Properdin 値 の 推 移 を み る と，そ の 臨 床 経 過 と

或 程 度 の 関 連 性 が み ら れ， 破 壊 性 胞 状 奇 胎 や 絨毛 ヒ皮 腫患者 で は 血 清 Properdin 値 は 多 くの 場 合 低 下 し て い

る，（4） 癌腫 の 血清 Properdin 値 は
一

般 に 低 値を 示 す も の が 多 い が，特 に 子 宮頚 癌 患者 41例 の 成 績 で は ，50

単位以 下は 24例 （58 ．5％）で ，進 行 期 別 平 均 値 は 1期 ・皿期 50単 位 ， 皿期 48単 位 ， ］f期 34単位 で あっ た ．然 し

C ．P ．L ．分類 や一般 的臨 床 事 項 と の 間 に は 関 連性 は 認 め られ な い ．　 更 に 頚癌 の 手術及 び 放射線療法 に お け る

Properdin 値 に っ い て も観察 し た ． （5） 良 性 疾患 患 者31例 の 血 清 Properdin 値 は， 略々 健康 人値 の 分布 内

に 存在 し た が，3 例 の 子 宮外妊 娠 の 中絶 患者 で は い ず れ も低値 を 示 し た ．

　　　　　　　　　　緒　 　言

　侵襲に対す る生 体の 防衛機序の
一
部が ，J肛清成分に よ

っ て い る こ とは ， 既 に 諸家 に よ り明 らか に されて 来 た が，

そ の 本態 に つ い て は ， 必ずしも明確な 解答 が 得 られ て い

な い ．

　ユ9b4年 ，
　L ．　Pillemer1）

は ， 血清補体第 3 成分の 中に ，

生体 の 非特異的防衛機序 に 関与す る，PrQperdin　Syste皿

が存在す る こ とを提唱 し，Preperdin が Mg 骨 の 存在 下

で ，
Zymosan と17℃ で結合 し，こ の結合物が ， 3T℃ で補

体第 3成分を非特異的に 不活牲化す る作用を利用 して ，

Zymosan 　Assay と呼ばれ る血 清学的定量 法
2＞ を 創案 し

た 。

　Properdin3）
は，　Cohn の 方 法 に よ る血 清分劃 IIL1 に

属す る EUglobul …n で，人の 血 清蛋 白中に は ，0．03％ の

割合に含ま れ，血清中でi・S　48℃ で安定 ， 50℃ で徐 ・itに 破

壊 され ，56℃ ，30分ご完全に 不活性化され る ．又 ， 純

Properdin は ，66℃ ，30分 で安 定 で あ る が ，　 100CCで 速

か に破壊 さ れ る。然 し，凍結 （0℃〜− 20℃ ）に よ り長

期保存に 耐 え る
1〕，又 ，

Properdin は ，全補体成分及 び

Mg 廾 と の 協 同 作用
．．
ドに ，非 特異的 に 細菌の 破壊

嫺
， ビ

ール ス の 中甜
m ，あ る種の 病的赤血 球の 溶血

8）
等 を起 こ

す働 きが あ り， 更 に 生 体 に， Zymosan を 少量 投 与 す

る と，　血 清 中の properdin 値を上昇さ せ ，大量 で は 低

下 させ る こ とが 出来 る
9、 期 ，

　又 ，
Southam．　PillemerL

’L）
は ，入癌組織の 移植実験を

行 い ，
Properdin　Leve1 の 低下例 に の み移値 が 成功した

N 工工
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事か ら， 癌腫 の 異種移植 の みな らず ， 同種問 の 移植時に

も，生体 の 先天的防衛機序 に は，Properdin が 主役を演

じて い る の で は な い か と推論 し ，
Properdin と惡 性腫 瘍

との 関係が に わ か に 閥題 とな つ て 来た．

　 Properdinの 本質をめぐっ て は，　 Pillemer の 非抗体

説と ，
Nelson の 抗体説

12 ｝
とが あ り ， 賛否両論が た た か

わ され て はい るが ， 坐体 の 非待異的防衛機構の
一

環 と し

て の Properdin 　Syste皿 の 意義は 次第 に 重 要視 さ れ つ つ

あ る
13 ）．

　然 し乍ら，Properdinの 血 清学的定量は 極めて 熟練 し

た 按術 を 要す る の み な らず，優秀 な 試薬 Rp 及 び R
， 血

清の作製と，そ の 原血清の 入 手が 困難 な こ と とが 相俟 つ

て 容易で な く， た め に本 研究の 進展 が 妨げ られて い る ．

著者は ，McNall の 方 法
14 ｝

に 準拠 し，試薬 Rp 血清の 作

製に は ， 特異的に Preperdin を吸着す る Bentonite を

利 用 して， 臨床 的 応 用 に 容易 な Properdin 測定法の 変

法 に よつ て ， 未 だ 充分検討 さ れて い ない ， 産婦入科領域

の 各種疾患 に 於 け る血清 IJroperdin値 を測定 し， 若 干

の 知見を 得た の で こ こ に報告す る．

　　　　 ProperdiR （Pr ．と略） の 定量

　1） 試薬の 調製

　定量 実験にぽ ，第 1表 の 如 き 試薬 を 用 い た 。

第 1 表　試 　薬

（1）　VεrOr．al　B“
ffer　．　　　PH 　7．d

　　“lac］　　　　　 δ恥

　　DieV，）I　harblturica匚

．
d　　　575子

　 　Smthum5−Ediethylha「』’tJrate　 3」5夛

　　1M　MecL2　　　 5m ピ

　 　 AI　 Cac［2　　　　 旺配

〔　2　）　　Zymosa冂　一　「Geiscnman冂のYens亡s 丿　調製

〔3）Bentoη1亡o：市販眺 のtcワま ｝伊…胆

  溶血 糸 2蜘 鮓 羊血嚇 瓶 液

　 　 　 　 　 溶 血 素 4 単泣 ：1

（5）RP．　 R，　 血 清

　以 下 之 を簡．単に 説明す る。

　 （1）　緩衝溶液

　血清の 稀釈 や ， 溶血 系の 作製｛こ は Veronal　Bufferを

使用 した．

　 即 ら ， 第 T表 の （1）に 示す 薬品を 15〔〕Oml の 加温蒸溜

水 （70℃ ） に 溶解 し，冷却後全量 が 20帆 ml に 達 す る ま

で 吏 に 蒸溜水を 加 え る．之 を冷蔵庫 CO℃ ） 内 に 保 存

し，使用陦 に 原液 を冷蒸溜水で 5倍 ：こ 稀 訳 し，12時問経

過 し た もの は す て て 新 調 した ．

　以下之を単に Buffer とi乎ぶ ，

　 （2）　 Zymosan

　 Pillemer の 方法
2〕
で，　 Fleischmann の Yeast を Tr 一

ypsin で充分に消化 し，
　T ・ypsin 消化部分は完全に除去

し，不消化残 渣 を丹念に ， 熱湯，水 ， ア ル コ ール で 処 理

し，こ れ 等 に 可 溶性 の 分劃 を 除去 す る と残 りの 灰 白色不

溶性多糖体 が Zym 。san で あ る．　 Zymosan は 予 め 乳鉢

と擂木で細碎 し，そ の 秤量 した
一
定量登 ユ00倍容 の 生理

食塩水 に浮遊 さ せ て 1時間煮沸す る．然 る後3000r．p．エn ．

15分間遠沈 し ， 上清 をす て ，沈渣 を Buffer 中に 10mgl

ml の 割合 に 浮遊 さ せ 1 ° N4 ℃ に 保存す る。

　尚 ， 本実験 に使用 した Zymosan は ， 人1価青1nd 当

り 5   で補体第 3成分 （C
’

3 ）を 不活性化 し た．

　 （3）　Bentonite

　灰自色の 粉末で ， 和光純薬よ り市販 さ れ て い る もの を

何等前処置を施す こ とな くそ の ま ま 用 い た ・

　 （4）　溶 血 系 （2 ％感作羊血 球浮遊液）

　Alsever液 中に保存 した 脱線維素新鮮羊」血ヨ求1に10倍容

の 生 理食塩 水 を加 え て 2 回洗滌 し ， 更 1こ 1同 Buffer で

洗滌す る．こ の 羊血 球を Bttffer に 4 ％の 割合に浮遊 さ

せ ，

一方 8単位の 溶 亅西正素を含む等量 の Buffer と静か に

交 互 に 充分混 和 し ，

『
3T℃ の 恒 温 槽に 10分間 浸 した 後，8

時問以内に使用す る．

　溶 血 系は充分振蘯 しっ っ そ の O．4ml を とり ， 蒸溜水

で 10倍 に 稀 釈 して 溶 血 を起 こ さ せ ，こ れ を Beck 皿 ann 型

分光光度計 （島津 製 ） に か け て ， そ の 濃度を補正 す る。

（波長 540mμ．　Blank 水），羊血球は 10目以内に使用 し，

溶 血 素 は 冷蔵庫 （0℃ ）に 保存 し ， そ の 力価 は 毎 月 測 定

した 。

　 （o
「

） 試薬 Rp 及 び Rs 血清の 選蹕

　健康入 よ り採 ⊥CEし，室温 に 2 時間静置後，3000r．p．m ．

15分間遠沈 し ， 分離1血清を再び同様に 遠沈 し ， 血球成分

を完全 に除去 す る、 こ の ．血清 に，Zアmosan を 5mg ！m 五

の 割合に作用 さ せ て，（1）抗補体性 の な い もの （2） C3

以 タトの 補体成分 を 充分含む も の の み を選擇す る （第 2

表 ）．

第 2 表 　試 薬 用 血 清 予 備 テ ス ト

　 111Z卿 5艮η塒 店］）boTling
　 2）Zン

mo 跏 3皿計 Te5t　5er 照 α5胤
　　　 師 「 時間（勝 毎 二振 葱
　 　 遠 沈

　 3澗 ↓　　　　  
　 　 　reStserUtn　O．hni　　 O．iml

　　雛濫糶讖劉、翫 。

　↓礁 謡鑑丿
嚔 沈

嗾

騒慰篠 含
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　こ れ らの 条件をみたす 血清は ， 10入 の 供J血者 中，2 〜

3 人に 過 ぎ な い ・

　 （6） Rp 血清

補贓 分 （C
・

。 C ・

，，α 、，
C ノ

、） 毓 分含む 血清 よ り P 「・

の 続 除去す る．P三ll・mer の 原法では ・ 1τ℃ で入血 清

X，。 Zym 。… 詐 用 さ せ て Rp 血瀧 fFつ て い るが ・ 之

鞭 め て 熟練 譲 す るに も拘わ らず ， 1萄鞄 の σ
・ 活

性 黼 す る R・ 血 瀧 作 る こ とは至難であ る・そ こ で第

3表の 如 く Bentonite を 利用す る と比較的容易に 且つ

確実に 騨 位の c ’

， 活性 を有す る Rp 血清 を作製 房

る
・・1．購 ，

’
B ・ nt ・nit ・ 10皿 91ml を血 清 41に浮遊 さ せ ・

1T℃，1 時間 ， 絶 え ず振蘯混和 し て ， そ の 後3000r・P・m ．

15分間遠沈 し ， 上清を分離 し ，
こ れ を Rp 血清 とす る，

得た Rp 血 清 は ，　Zym ・san と3T°C ・ 1時聞作用 させ て

・も ，
C ’

3 力価 の 低下を み な い ，且 っ C ’

、 力価が 100単位

以 上 の もの を 用い た ・

　　　　第 3 表 Rp 血清 （Properdin 除 去 血 清）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 1，BentonT±e 　50me
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Serum　　　 smE

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
−
x
−一

〒蒔面絶 えず叢鼠邊

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 湛　沈

　　　　　　　　　　 Rd （上 清）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 2．CA）RP　o，5凧 E　〔B）　o．5rne
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 pmZ　 ．？−

　　　　　　　　　謡；；論 賄
ユ蟹as

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 R3　　　　　0．t　o．f　o．t
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Buffer　　　ロ．3　a2 　0、1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｝＃血L系　　　t．o　T，0　1．0
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 37 ℃　　30分　　ismt
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 蓮 沈

　 　 　 　 　 　 　 　 　 光電比色剖で溶血度測定（ヵ価瀏定）　　　　　
・

　　 （7） R 、 血清

　　補体第 3成分 （C
’

，）と Pr・を Zy 皿 osan を 用 い て 除

　三去す る．即 ち原 血 清 に ZymQsan を 5mgirn1 の 割合 に

　；
’57°C ， 1時問作用 させ て ，3000r・P．m ．15分閲遠沈 し，

そ の 上 清を分離 し，
R 洫 清 とす る・ こ tr・　1・ま （1） c’・

　を完全 に除 去 して い る こ と ， （2）抗補体性がない こ と，

　　（3）他 の補体成分を充分 に 含 ん で い る こ と等 が 必 要であ

　り ， 第 4表 の 如 く，Ly ・i・ T ・・t・Anti。・mple 「nenta 「y

　Test を 満足 させ る R 、 血 清 の み を 試薬 として 使用す る ・

　　　　第 4 表　Rs 血 清 （補体第 3 成 分 除去 血 清 ）

　　　　　　　 1，Z｝
．nosan 　boi［ini（dEant　I＿）ls「s　Test

　　　　　　　 2．，晶 ，。 ， 髢麺並
　　　　　　　　堂驪 2．瓏繍鑑購St
　　　　　　　　　↓　　　　　．褓竿血課嬲 淘 」u峺o．醐
　 　 　 　 　 　 ’　　　　選 沈　　　　　　　　R3　　　　 0．1顧一
　　　　　　　　　R才〔上清）　　　Bifffe「　　　

．〕3瀧 餌寵

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，譽血系　　　　1．帥ni
’
t・Omit

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3『c3自分琢t．　o．2以上  倒〔淡系雄 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　完盤 皿Eyt．壽0．⊥2
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔E乂t＝Evtinction，
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　R
、 単位 ：R 、 1 単位 は R3 を作 る 原 血清 を 溶血系 1

ml に 37℃ ，
30分間作用させ て ， 完全溶血 を起す最少量

であ る．例 え ば 4 倍 に稀釈 した 血清 0．1ml が 完全溶 tin

を 起 した 駘 ，
』
左
上 。・… 皿 1 が ・単位とな る・

尚人鯖 ．Rp 及 び R， 鯖 は 小試験管 に 分注 し離

して ， ドヲ イ ア イ ス 中に凍結保存 す る．

　 2）　補体 の 定量

1〈。b。t．M 。yer の 方法
・li・

に 準 じて 補体第 誠 分 （C
’

・）

の 溶血 活性 を50％溶血単位で決 定 す る ，即 ち ， 15倍稀釈

の 被検 1備 G．・m1 ，・．2ml， 。・3皿 1 をそ れ ぞ れ 嘯 験

管 （12 。 9・、lll） に と り詫 購 絲 ・皿 1 と R ・ 2 戦

（。．1mD 繍 え冷 量 ・．5ml 購 る ま で Bu 丘e「 を

瀞 1す る．対照 と し硲 醺 ・ml ・1，・ B ・ffer °・5皿 1 を

加 え黼 の と， 雛 勵 と して ・ 渤 系 ・「n1 に 血 清

0，2皿 1，B 。 ff・・ 0．a，・ml を加 え た も の の 3者 を3τCC
・ 3°

分酢 聹 タ・ ・ 衂 ・ 遠沈 し ・ 上清の溶血晩 光蹴

ts
’
tl−（Filter　54・m 、，．・Bl・ ・k・A・）で読み ・詫 方式 に従

つ て，溶 血 度 を対数図表 に プ ロ ツ トす る と，測定点は ほ

ぼ覗 線上 に 並ぶ．こ の 直繍 ・，50燃 磁 を横鵬 点

を求 め て ，5・燃 舳 灘 脚 り ・皿 1 に麒 して・　 C
’

・

　活性を決定す る．

　　3） 測定法

　　実 験中縦 の 鰹 以夕トは Bdffer… in清諮 血系は ・す

べ て 氷水 ・陀 測 禰 齢 して お く測 定灘 は・Zy 皿
一

。、an に 3、つ て 不 活性化 さ 樋 C ’

・ は ・ 血 清中の P 「・量

　に よつ て き ま るの で，補体成分 （C
’

、，C
’
，，　C

’

3，　C
’

、） を 過

剰 に含み ，
P・．給 就 嘘 清 Rp ・C・ec検 血瀧 加 え・

そ の α ， 醐 定 し諌 た 別繭 述の 血 清 Rp 厳 樋 清

を 加 え た 筋 に ， 更 に
一

定量 の Zy 皿 。・・雌 加 え規 の

の α
， 眦 較 し て ， こ の c ’．s の z・i舌Vk化 の 害哈 か ら・

歙 血清 中の P ・．量醐 接 的 に齪 す る・購 そ の 手技

は ，第 礁 ・赫 鰍 ，
Zy 皿 … n 瀧 液 ゜・1「nl （1

  ），R， ・．・皿 1 （！O単位） をそ れ ぞ tし燵 し た 試騨

　　（15 × 105mm）に 4 倍稀釈の 被検血 清 0．1ml を添加 し

　　（Rp．　Z，S．），

一一方 に は Zy 皿 。・・ n 翻 え な い 試験轡

　槌 （Rp ，　S ．） 蝿 を B ・ fferで 4・Oml ｝・ そ ろ え る・

　こ 纏 37℃ の齦 欟 ・ 縫 とき ど き振盪 しな が ら 1 繝

　雌 矩 ち齢 却 して ， 25・… P・m ・・0瀰 齢 し・上 清

　 を分離す る．こ の 上清 1 釦 1 を試験管 （12x90mm） に と

　　り，R ， 0．工皿 1 （2 単位），溶 血系 工皿 1 を 加 え て ・37℃ ・

　 3吩 間放置後直凱 ・ 黻 して ，
2soe・gP・皿 ・・0嬲 遠沈

　　し，直 ちに 上 清 を 光電比 色計 に か け溶 血 度 を読 む ．こ の

　　際同 時 に ， 対照 と して 溶血 系 1　ml に 新鮮 人 血清 0．4．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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・ml ・躍 ・・ 0・7ml を加 え ・辷完 全 溶 血系 をお き，　 IR， 定

量 実 1験 と 平行 して ・ 　既知 Pr・量 を 含む rrll清 を精製 Pr．
の 代 りに加 え，更に 念 の た め，（1） Rp 　O．1m1 ＋B 。ffer
3・9叫   Rp　 O．1・・1＋B ・ ff・・ 3．εml ＋Zym 。，。。 　 O．1
ml 齢 き ・ （・）， （2） 羸 謄 の C ’訪 慨 瀧 し

て ・ 定 量 実験 中の Rp の c ’
・ 力 価 の 消帚陸 髄 し， 単

位算定．ヒの 参考 に した ．

例え ぱ，Ex 亡in・ti・・ S．　Rp ．　R，
＝ O．27　 E 。 tin。ti。 n 　S．

Rp・R ・・Z・二 〔）一ユ9・E ・ ti・ ・ti・・ 50％ hem ・ly・i・ ＝ 0．20で
あ つ ・ ・す 醵 … 蔀諾

L9
− ・．・ ・ れ 舳 清 ・m ・．y・fi

り に 1蝉 す る に は・ 160倍 し て ，
P ・・P・・d蝿 4戦 とす

　る・　（小数点 以 下は 4捨 5入 す る ）

　　　　　　　 第 5 表　Preperdin 定量

　　　　　　　　　 S・P・P．Rs．　　5RRR ε．Z．

　　　　　　　　鮮
聯 釈：ト

縞 訥
・

　　　　　　　　B凵ff巳 r　　　　　　ヨ．3　mS 　37

　　　　　　　　警器「 繭
一
驪響

　　　　　　　 E，，

’弓

　，　 hgn
・E
塵

　 　 　 　 　 　 　 塰皿系　　　　1．o　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　ロ

　　　　　　　鑼 類 驕
　　　　　　　 ＄己Se・既 Z＝Zytuvsan．　Ert．；Extihc亡bn

　 の　血清蛋 自 の 測定

　 備 総蛋 自灘 の測定剛 こ， 囗血 構 蛋 自 計 を使用

　し ， 平均値 は 小 数点 第 2 位 を 4捨 5入 した ．

　　　　　　　　　臨床実 1験成績

　 1） 亅嫌 の 採取 並 び に被 検 材料

　被椥 洫 清は 早朝空 腹臘 肘静脈 よ り勸 し，2 時閭

室温轍 置後 ・錆 を艦 レ 直 ち ｝淀 鞁 験醐 い た．
被検材料は 原則 と して ．当科を訪れた 未 処 置の 患者を対

象 と し ， 対照健康人例 に は ， 当教室の 職員 を選 ん だ ．

　 2） 健康人

健 嗽 子 15例 の 鯖 P・・値 （第 戯 M よ． 対照男子12
例 （第 7表 ）の そ れ と大舞 く，健鯔 で 翻 単 位 荘 ，

騨黎驪舘嬉烈嬲驪鷲猿箏鼕鰡
（20％） 計 5例 （18．5％），6ユ〜70単位は 男子 6例 （50％）

女子 7例 （46．7％ ）計13例 （48．2％），71〜80単位 1；よ男 子

3例 （25％）女子 5例 （33．3％ ）計 8 例 （29．6％），81単
位以 上は 男子 1 例 （ 8．3％ ）の み で健康者の 平均 は 和単
位 を 示 して い る．こ れ らを

一
括 して 第 1 図に 示 し た ．

　次 に 1週閥間隔で 2 回 測定 した 健康者 9例 の 成績は第
9表 の 通 りで， 5例が 全 く同

一
値 を示 し，他の 4 例で も

3 単 位以上 の 差 は み られな か つ た 。

日 産桑帚誌 15卷 ／4号

第 6 表　健 康 女 子 の 血 清　第 7 表　健康 男 子 の 血 濤
P ・・P・・

’d．tn 値 　 　 　 P ・・perdtn 値

驚
第 蹴 顯 人 ・）・Jt・． 第 1 図 鱇 人 禦 表 同＿ts

清 P 「°pe「di・ 値 　 の 蝣 P ・・一 康 都 血 瀞
の 分 布 　 　 　 P ・・di・ 値 　 P ・・pe ．di皿 僖

驢鵜1欝1
第 1岐 孅 前鰤 血 清 第 1俵 妊 娠 蝴 の 血 清

P ・・pe ・din 値 　 　 　 P・・pe ・din 値

灘羅
・i12．k 妊娠側目の血清附嗣 hl直 牛z図正纈≡嘛血潰隔間 ，値

1羅 響
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　 3） 正 常妊婦

　妊娠時 期 を前期 （妊娠 4 カ 月迄）中期 （妊娠 5 カ 月 よ

り 7 カ 月迄）後期 （妊 娠 8 カ 月 よ り10カ 月 迄） と し て ，

正 常妊婦41例の 1血清 Pr．値 を 測定 した．そ の 成績 は 第

10，11，12表 の 通 りで前期 の 平均値 45単位，’Il 】期 35単

位，後期39単位で，健康人 に 比 し ， 妊 娠 全 期 に 亘 つ て ，

Pr．値 は 明 らか に 低下す る傾向がみられ ， 特 に 中期が 最

も低い 傾向を示 す よ うで あ る ．

　 こ れ ら正 常 妊 婦の 1血清 Pr．値の 分布 を
一

括 して 示 す

と ， 第ユ3表及 び第 2 図 とな る．

　4）　絨毛性疾患群

　 1903年 ，Marchandisn9 〕

は 絨毛 細 胞 に は 組織侵襲 を起

こ す特異性と ， 時に は遠隔臓器 に 転移する特質の ある こ

とを 指摘 し，絨毛性疾患は良性な奇胎 と， 悪性な絨毛 lt

皮 腫に分類すべ き であ る こ と を主 張 して 以 来そ の 成因 と

紐織分類 を め ぐっ て 多 くの 論争が くり返 され ， 特 に絨毛

上 皮腫患者が 不幸 な 転帰をとる もの が 多い こ とか ら，胞

状奇胎と絨毛 上 皮腫に関する研究に は ，洋の 東西を とわ

ず ， 多大の 努力が傾注 さ れ て い る に も拘わ らず，今尚，

未解決の 問題が数多く残 され て い る ．近年 ，
NovakZ°）z1 ）

は Ewing の分類
22 ）

をと り 入 れ ， 絨毛上 皮腫 E ， （1）
Syncytial　 Endornetritis（2）　Chorio　Adenoma 　destr−

uens （3） Chorio　 carcinon ユa に分類 し た． 我k の 歙

室
2S）

でも ， 絨毛性疾患を各方面 か ら検討 し ， 多くの 研 究

発表 が 報告 さ れて い る．即 ち教 室 の 生田
24 ）

， 内田
25）

は臨

床的研 究の 上 更 に 進 ん で組織化学的 に，as本 ZS ）
は ， 血球

凝集素価，Thorn 　Test 等から夫 k 局所及び全身 の 防衛

力の 低下 との 関連性 を追求 した ．

　著 者 も絨 毛 上 皮腫の 発 生 が ，個体 の 全身 防 衛 力の 低下

に起因す るの で は な い か と考え，絨毛 性 疾患 （胞状奇胎

の 分娩又 は 中絶後18例 ， 破壊性胞状奇胎 2例 ， 惡性絨毛

上皮腫 8 例） に っ い て 血清 Pr．値を測定 して み た．

　 （1） 胞状奇胎の 分娩又 は中絶後 （奇胎僕， 又 は Nach

Mole と略）

　第 14表 に 示 す 如 く ，　13例中，　61〜？O単位 9例 （69．2

％），
51〜60単位 2例 （15．亮％ ），50単位以下は 2例 （工5．4

％），即 ち症例 7及び症例ヱ3であ る．症例 丁は そ の 後正常

分娩を経過 し ， 健在 で あ る が ， 症例13は破壊性胞状奇胎

を 続発し ， 子宮単剔術及び化学療法 を受 けた ．

　 （2） 破壊性胞状奇胎 （C．A ．D ．と略）

　第15表に み る 如 く， 2 例共 37単位 と低値 を 示 して い る

が ，症例 1 は入院時既 に 肺転移を認め，開腹時 に既 に 腹

腔 内に は ， 腫蕩の 浸潤 ， 転移が 極め て 強 く， 試験開腹に

終 り間 もな く死亡 した．症例 2 は胞状寄胎中絶後 ， 再掻

第 14表 　寄胎後患 者 の 血 清 Properdin 値

症例 1年含 1経産PP・．値 清氈

lI32337261626662・
アロ

1Iz98．21
．8i難

鑛

］
1−】

江．尸
⊃

2写
侶

ア
oll …7．σ雛 ．難

i−，　 ．
6434641 ρ齷 ．ど

ト
．1

7828
コ10 ア

45
『

56 ア、7 謬誕
覊

‘−1
925167z6ro 蹠 E耳掻隠

　十謬

lo44 ∂ 51Zo1 θ麟ドー1

1724 才 64　　1z 卆
’ooκ

1一レ

1213292
β

2f64129r二百
6．8

郁麗」一
≧

5〔P脚ざL〒F
重 均　　一一5亨輙 z4翻ε一一

第15表 　破 塵 性 胞 状 奇 胎 患者 の 1血清 Properdin 値

i症例． 年金 纏

剰
　　一 ．

　　黯
　 　 　 7リ

ー
陶7吉
勒

血沈

（孚均，
血鰊 麺錦 鯨 備考

段 磐 孛371ス45
鞘

E

佃1暉

2
急
5
霧獗 驪藻 剖

言 ’
掣

爬術及 び化学療法 に よ り
一

応 フ リードマ ン 値50単位陰性

と な り乍ら約 3 カ 月後，C ・A ・D．を 続発 し，子宮単剔術

を受け た．即 ち本例 は第 3 図 に 示 す よ うに 奇胎中絶 1 カ

月 後 も 尚性器出血 が 続 き，フ リードマ ン 値 500単位陽性

の た め 4月 27H ，再掻爬術及び化学療法剤 （エ ン ドキ サ

ン エOOOmg）を使用し， 5月25 口 ， フ リ
ードマ ン 値50単位

陰性 となっ た が ， 血清Pr．値は未だ 低 い 傾向を示 して い

た ．6 月 1 日 か ら 8 日間，腎盂 炎 に 罹 り，39℃ 台 の 高熱

が 弛張 し ， 食欲不 振 ， 全身衰弱等の 症状 を伴っ た が ， 間

もな く， 　7 リ
ードマ ン 値100G単位陽性 とな り， 　 6月15

日 ， 子宮単捌術を施行 し ， 組織 学的に も C・真・D ，と確診

さ れ た．丁月29日 ， フ リードv ン 値 50単位陰性 と な り退

院．然 るに 退院 2 週間後，再び フ リードマ ン 値 100単位

陽性 とな り再 入 院 し ， 化 学 療法　（マ イ トマ イ シ ン C22

  ， ナ イ トロ ミ ン D540mg ）を行 い ， フ リードマ ン 値50

単位陰性 とな つ て 以来 ， 現在 ま で異常所見 は認め られな

い ．こ の 間 血 清 Pr．値 は ， 常に 60単位 以 上 を保持 し 続け

て い た ．仮 りに血 清Pr．値を実繍 フ リードマ ン 値 を点

線で結び ， 血清Pr．値曲線と， 臨床経過の 重要指標 の
一

第 3 図　C．A ．D ．続 発例 の 血清 Properdin 値 の 推 移

　 　 　 　 　 　 　 症 で歹［12　2昌汀　　Fara−1．
　　　 盛 法 エアド柳 湘 ヲ エ

’
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つ とみな され て い る フ リ
ードマ ン 値消長曲線とを対比 し

て み る と， 臨床経週 が 改善 ざ れ る に従 っ て ， 7 リードマ

ン 値 は低
．
ドし，血 清 Pr，値 は 次 第 に一E昇 して 行 く傾 向 が

見 られる．
』

　 （3）　悪性絨毛 上庫腫 （C．C．と略）

　鋸16表 の 如 く，8 例 の 症 例 中 6例 が 死 亡 し，
’
2例 が 治

療 中であ り，血 清 Pr ．値 が 50単位以上 を示 した 屯の は 2

例 に 過 ぎな か っ た ．最近経験 し ，tt　3例 の 絨 毛 E皮膣患者

の 血 清 Pr・笆 の 推移 を 第 ≦図，第 5 図，第 6図で 示 す ．

第 16表 絨 毛 1，皮 腫 患 者 の 111［量青 Prop ：rdin 値

　症例 6 （第 4 図）は 25才の 米産婦．昭 和33年 8 月 ， 奇

胎中紲。昭 和37年 5 月 ， 無月経，性 器出血 を 主訴 と して

来亮 し，絨毛 上 皮腫の 発生が強 く疑わ れ 入 院倹査中，5

月11H ，突如，腹腔内大出血 を起 こ して シ ヨ ッ ク 状 態 と な

り，直 うに 子富単剔徳 を施行 し ， 組織学的に 絨毛 上 皮 膣

と確診 ざれ た ．術後強力な 化学療法 を遂行 し，臨床経遍

の 著明 な 改善 と共 に 血 清 Pr。値 も徐 ／々に 上 昇 し ，　ン リ
ー

ドマ ン 値 も50単位陰性が続い た の で退院 し， 外来 に お い

て 経過観察中で あ っ た が ， 不幸 に も，昭 和38年 工月 ，突

如，自宅 に お い て 急 死 し た 。

第 4 図 　絨 毛 上 皮 腫 患者 の 血 清 Properdin 値 の 推 移

　 　 　 　 　 　 　 才走傍り6　2Sオ 　Pユr’a −0

　 　 　 　

；1症例 7　（第 5 匱『） は ，昭 訴ir37年 7 月 3 日 ， 寄胎流崖

後 ，プ リv一ドマ ン 反応 が陰性化す る こ とが な い 中に ， 8

月 24 日早朝，突然，性器大出血 を起 こ して 来院，即刻入院

さ せ ， 輸液，強心剤，止 血 剤， 2000皿 ユ に 及ぶ輸血 に よ

り辛 じて シ 訂 ッ ク 状態 を脱 し，ぞ の ま S 子宮単剔術 を 施

行 して ， 組織学的 に も絨毛 上 皮腫 と診断 され た ．術後直

廴、第 5 図 亙絨毛上 皮腫患者 の 血 清 Propcrdin 値 の 推 移

　 　 　 　 　

1撫
覦

　　　　蟹
　　　　恒 ％％

2
％・

7 酉 2835424356 アo
嬲

ちに 化学療法剤を併用，艮ilち エ ン ドキ テ ン 720Gmg，メ ソ

ト レ キ セ イ ト 312．魂 を使用 した．術前 フ リ
ードマ ン値

は ，景高 1〔〕，0〔｝0 単位陽陸であっ た が ， 術後 21日．目に は

50単位陽性 と な り，間 亀 な く，50単 位 陰 性 と低 ドし ， 胸

部 X 線垠影，腦波等 に て も転移巣 を 証 明 せず，臨床的 に

著明な改善 が 認め られ た の で退院 し，現在夕卜来 に おい て

経過観察 中であ る が，異常所見は 全 くみ られ な い ．血 清

Pr・値 も， その 臨床経過 に伴 い徐攻 に 健康入 値 に近ずい

て い つ た ．

　症例 8 〔第 6 図 ）は ，昭 和 37年 2 月 13H ，奇胎中絶 ，

同年 9月 7 日頃よ り，咳嗽と血痰があり， フ リ
ードマ ン

値 100単位陽性 とな っ た た め 9 月 14 口 人院 した ．一一般状

態は 高度 に 衰弱 し，独歩不能．源匈部X 線撮影像で は ， 絨

　 第 6 区i　絨 毛 ．ヒ皮 巨重患 者 の 血L清 1’roperdin 　T直の 推 移

璧 、，霧蘊轟
C
噸 盤臨 ，

　　
メソ閥

瞬轟 ・・ 、堤竺L 、璽 詳擁1。

鶏畿避鑾
　　　％ ％

2
％

2
翡 7142123 概 495

播
毛 上皮 腫 の 転移巣 を 思わせ る撤布像が み られ，フ リー ド

マ ン 値 は 500単位陽性 ．［血清 Pr．値 は 16単位 と極 め て 低

値 を 示 し た ．入 院後， ソ
ー

ア ミ ン ，　ビ タ ミ ン 剤，強 心

剤 ，強 肝 剤， 副 腎皮 質ホ ル モ ン ， 輸血 2200ml を 便用

し ， 更 に ：
・S．ン 1「キ サ ン ，メ ソ トレ キ セ イ ト等 の 化学 療法

剤 を併用 しっ っ ，全 身状態の 改善 を 計 り，」血清 Pr．値 は

43単位 ま で 上昇 した ．10月30 日．子宮単剔術を施行 し，

絨毛⊥ 皮腫と診断 された。術後主治医 の 努力 に よ り， 臨

床症 状 は相当改善 さ れ ， 1血清Pr．値は 術前値 ま で上 昇 し

た が ， 間 もな く急激 に ，　 8 単位 ， 11単位 と著明に 低下

し，術衡 3H 目，片麻痺と意識混濁とが発現 し，術後 57
日 目に 死亡 した ，屍体解剖 に よ り，肺転移，腦転移巣が
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確認さ れ た ．本症例の 不幸な転帰を検討して み る と ， 術

後 20 日 目の 検索で は ，フ リー ドマ ン 値 1000単位陰性 とな

り乍ら，死亡前は 再びlooe単位陽性 とな り，血 清 Pr．値

は 著明 に低下 して い る． 即 ち血清 Pr・値の 著明な低下

と， 転移巣 の 拡 大 或 は 増惡 との 間 の 関連性 が 推察 さ れ

る ．

　以 1／．，絨毛性疾患群23例の 血 清 Pr，値 の 成績 を 報告

し た が ，
こ れ を第 7 図 ， 第 17表 で 示 し

畠
括 す る と，奇胎

後患老や ，破壊性 胞状奇胎及 び絨毛上 皮驢 患者等の 血清

？「．値の 推移は ，そ の 臨床経過 と或程度の 桾関関係を示

す傾向が み ら れ，且 っ 又 ， 破壊性 胞 状 奇 胎 や 絨毛 ．ヒ皮 腫

患者で は ， 血 清Pr．値 は 多
．
くの 場合低下 して い る．

第 7 図　絨 毛，E　’ut患 群 の 血 清 Properdin 値

第17表　絨 毛 性 疾 魚群 の 血 清 PrQperdi且 値 の 分 布

　 　 　 　 　 　 　 欟 　　伊1艱 11−2ρ2卿 コ川皹 仞 5ト6 辮

　 　 　 　 　 　 　  旺h函　　1tJ　　　 〒　　　　 1　 2　 9
　 　 　 　 　 　 　 cA　　 2　　　　　　 2
　 　 　 　 　 　 　 L9」＿ 5　 1　 1　 tt　！

　 5） 子 宮頚 癌

　 （1） 進行期 との 関係

　子官頚癌患者41例 （1期 18例 ， H期 13倒 ， 研期 7例 ，

W 期 3例 ） の 血 清 Pr．値 は ，第 18，19 ， 20 ， 2工表 の 通 り

で あ り ， 再発 （第 22表） を合 め た そ の 分布は 第 23表の 如

くで あ っ た ．50単位 以 ドの 低値を示 した もの は ， 41例中

24例 （58・5％ ） で，そ の 平均値は T ・皿期 は 50単位，皿

．
期 48単位で あ るが ，

！
A
’
，．期 の 3例 は い ず れ も30単位 台 の 低

値 を示 し ， 癌巣 の ひ ろ が りに 伴つ て ， 煎清 Pr．値は 妊下

第ユ8表　頚癌第 1期 患者 の 血 清 Properdin 値
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第19表　　臻癌第 皿期 患者 の 血 清 Properdin 値
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す る傾向が み られ る．

　 （2）　再発との 関係

　再発患者 6例中 4例 は 50単位以下の 低値を示 し ， うち

1例 は 全身状態は 比 較的良好であつ たが ， 1ユ単位と著明

な 低値 を 示 し ， 問 も な く死亡 した ．

　 （3） C・P・L・分類 との 関係

　頚癌患者中，1期14例 ， 矼期 9例，計23例の 1血清 Pr．

値 を C ・P ・L ．
1
分類 に 従 っ て 考察して み る と，第 8 図の 如

くであ つ て t そ の 間 の 関連性 は認め 得な い ．

第 8 図 　C．P，L 分 類 と 血 清 Properdin 値

’
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　 （4） 臨 床的事項 との 関係
一

般的に．J血清 P ・・値 と血 清総蛋自濃度，1酖 値 ， 貧

血 の 有無，白litt　tt数導 と珍 間 1に は 関ma・Eiiは認 め ら れ ない

よ う
’
ご麦〕る．

　 （5）　手 術療法との 関係

　手術療法 に お け る 血清 Pr．値 の 推移 を み る と， 第 9 図

及 び 箒 10図 に 示す 如 く，健康入値 に 恢復す るの に 要す る

期間は ， 単剔思者で は約 2週間，広 汎 性 全捌 患 者で は 約

3 〜4 週間 と な つ て 居 り， 広汎 性 全剔患者の 方 が 長期間

を 要 して い る．こ の 事は手術侵襲の 大小 に関係するもの

と考え られ る，

第 9 園　頚 癌 手 術療法後 の 血清 Properdin 値 の 推移
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　 　 　 　 　 20　　　　　　　 …　 卑島巴手 術

　　　　　差　　　　 一＿一、、＿，

　　　　　　夢差∬糊 斃 難

　放射線療法患 者 11例　（⊥期 3 例，　皿期 2例 ，　皿期 4

例 ，F 期 工例 ， 再．簷 工例） に つ い て ，
　 CoEO 照射療法 に、

3： る 1自t清 Pr．照射療 法 に ．1：る 」血清 Pr．値の 錐移 を 観察 し

た 結 果 ， 第］1図，第12図に 示 す 如 き成績を 得 た 。即 ち11

例 中臨床効果良好例 は 9例であ っ た が ， 全般的に 症状 が

好転 す る に 従つ て，被曝 に よ ！1一時 低 下 した 血 清 Pr．値

は 恢復 し ， 漸次 健康 人 値 に近ず く傾向が 認 め られ た ．

　の　悪性 卵糊 重蕩及び そ の 他の 癌

　卵巣の 悪 性 腫 瘍 の 予 後は 極 め て 不 良であ る．

　ij？，4表 ， 第26 表に 示 す 如 く， 5例中 工例 の み が 62単位

を示 し，他の 4 例 は い ず れ 亀低値 を ボ し，全例 不 凖 な 転

帰 を とつ て い る． こ れ に 対 し・て ， 比 較的予 後 の よい 俸

癌，腟癌，外陰癌等 4例の 測定結果 は，第25表 の 如 く，
い ず れ も健康八 値 の 分布内 に あつ た．

第24表 　悪 性卵 巣 腫瘍患 者 の 血清 Properdin 値

　1症例 鷲 経 庄 趁墜 淆樋 靨 日甕蕩 rI 麩 墜 臼罅 転 帰
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第 25表 そ の 他 の 癌 患 者 の 血 清 Properdin 値
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第26表 　卵 巣 癌 及 び そ の 他 の 癌 の 血 清

　1’reperdin 値 の 分 布

驤弊 整需
謹

　こ の 事ほ，担癌生体 に 対す る癌腫 の 種類，発 生 部位及

び侵襲態度 との 間 に ，或程 度 の 関連 性 が あ るの で は ない

か とも思われ るが ， 例数が 少し・た め 断言出来 な い ．

　以 F．， 第 5節 ， 第 6郎 の 成績を
一

括 して 示 す と，第 13

図の 如 くで ， 癌 腫 の 血 清 Pr・値 は
一

般 に低帳 を示 す もの

が 多い ．

第 13図 癌腫 の 血 清 Properdin 値

7）　良性疾患

第27表 ，第 28表 ， 第 14図に 示す如 く， 子宮筋腫 ， 良性
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第28表 　良 性疾 患 患 者 の 血 清 Properdi11値 の 分 布
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第14図 良性疾 患 患者 の 血 清 Properdin値

卵巣腫瘍 ， 子宮腟部糜爛 ， 性器奇形等 の 患者の 血清 Pr ・

値 は ， 略 々 健康人値 の 分布内 に存在す る．唯，子寓外妊

娠 の 中絶患者は 3 例共い ず れ も低値 を示 した が ，外妊を

疑 わ れ ，開腹 して ， 約 809 の 卵巣出 血 を確認 した 症例31

で は．血 清Pr．値は 82単位と高値を示 した ．又 ，高度の

機能性 出血   た め，急性 貧血 症 状 を合併 した 症例 3Dは 43

単位 と比 較的低値を示 し，強い 急牲 炎症症状を認 め た症

例 22鶲 51単位を示 した ．即 ち少数例では あ るが ，良性

疾憲の 場合で も，

一
般的 に 強い 侵襲が 持続す る時 は，血．

清 Pr・値は低
一
ドし ， 小な る侵襲で は，低下 せ ず，場合に

よつ て は ， 上 昇す る こ ともあり得 る の では な い か と思わ 1

れ る ．

　　　　　　　　　　考　　按

　Pillenユer の 原法 に よ る Pr．定量法
2）

で は ， 段階的に

被 険血清を稀釈 し，こ れ に ZymDsan 及 び Rp を 加 え”

37℃ ，60分作 用 さぜ ，全混 液 の α 詩舌性を非働化す る 最
’

少血 清量を求 め る ．即 ち ，
Pr．1 単位 は ， 基準の 条件下

で ，Rp 血 清 中の C’

s 活 性 120± 30単 位 を 0に 減 少 す る．

被検血 清 の 最少量で きめ られ る．こ の 事 は ，原法に お い て
1

は 」 被検血清中の C ’

3 活性と Rp　it正清 pP の C！

3 活性 を完

全に 非働化 して 始 め て Pr ・値 と して 示 され ， 若 し ， 被検

血 清中の C ’

3 活性 が 高 い と ，
Rp 血 清 中の C 「

s 活性 が 同

じであ っ て も，低 い Pr．値が 示 され る矛盾 をは らん で い ・

る ．更 に，Rp 血清，　R 、 亅fiL清 に 供す る適切な 試薬用人．面［液

は ，人 口 の 約10乃 至20％ に過 ぎな い こ とが 報告
2）27 ）

さ れ、

て い る．こ の た め Pr．定量法 の 改良 に は，特 に測定 の 合理

的笥易化と， 試薬 の 標準化 をめ ざ して 多くの 努力が 拂 わ・

れ ，
Hunter2B〕

，
Leon29）

，
McNallu ）

，
Fritzscheso），Barlow30

等 に よ り種々 の 改良法が提唱 さ れ ， 我国でも最近 LII本 3Z ：一

は，比 較的 に 簡易化 した 定量 法 を 報告 して い る．

　著者 も臨床的応用を日標 と して，McNall の 方法
1‘）

に

準拠 し ，　（1）被検 」血清に Zymosan をカ1えた場合 と然 ら．

ざ る 場合の 光電比色計 の 読み の 差を と る こ と と， （2）試：

薬 血清 中 ， 高単位 の C 「3 活性をイ∫す る Rp 血清の作婁

に ， 温度 の影響に余 り左右 され る こ と な く， 特異的 に

Pr．の み を 吸着す る　Bentonite を利用 して ，
　 Pillemer・

の 原注の 欠陥を修正 レよ うと試みた ．然して 人血清巾の 一

一一・・成分で あ る Pr．定量の 試薬には ， 免疫反応の 多様性に

鑑 み て ， 人 血 清を用い る の が 適当で あ る と考え，健康人．

血清を使用した
17）27 ）．

　現状 に お け る Pr・定景 実験で は ， 用 い られ た測定法に、

よ つ て Pr・単位が 異 る た め に ，

一様に比較す る こ とは出監

来 な い が ， 健康人値に っ い て は ， 欧米人
1）

と 日本人
2η

と

の 間 に 著差は な く ， そ の Pr ．値 の 分布 は か な りの 個人 差

を示す こ とが認められて い る．著者 の 実験でも ， かな り

の 個人差は 認め られ た が ， モ の 分布 の 中心は   単位に 存こ

在 し ， 性別では大差な く， 50単位以下の 低値 を示 した も

の は み られ な か つ た．又 ， 各個人 に お ける時間的変動ば
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少な くs こ の 事は Dresser ：e）
の 報占とも

一致す る・一

方年令的な分布で は，或程度の 関連性があ り，
Newcom −

tner3 一 等は 20乃 至 40才が最高値を 示 し，高年 に な る と低　　　　　 カ
．ドす る との べ ，

Kochss） は ， 乳幼児 を精査 して
一
般 に 低

値 を示 す 傾向を 認 め，特 に 生 後半年間が低い と報告 して

い る ．

　次 に 妊婦 は 全身的に 抗体産生 能 が 減弱 して い る と云 わ

れ て い る．Homer36 ） は ，感 染 に 対 す る抵抗力 tL調査 し

て ， 妊娠全期 を通 じて ， 1血清 Pr，値の 低下 を認 め ，妊娠

中の 自然免疫の 低 ドに関 して は ， ．「而臼Pr．値 の 低下 〃 　
’

／vaとな り得 る との べ て い るが ， 者 者の ナ 験 成壙 で は ，妊

娠全期 を通 じて 健康人 に比 し ， 明らか に 低下 し ， 彗u に 中

．期 が 低値 を 示 す よ うであつ 〆C 。こ の 時期 は ， 肚盤が 早 も

発 育旺 盛 な 陦 期，こ も当 り，母 体 の 抗体産生能 との 間 に も

・何等か の 関連性 が あ る か の よ う に 思わ れ る．

　 又，奇胎後の 患者の 尿 中絨毛性 ゴ ナ ド トロ ピ ン ）定
［
：

は ，長期連続的検索に よ り， 絨毛、1：皮 腫 の 糾 発 の 予 失「忙

．重 大な意義を有し， 奇胎後の 患者の 管理 に必要欠 くべ か

ら ざ る も の で あ る．一
般 に ，奇胎排出後，尿中薮毛性 ゴ

ナ ド トロ ピ ン 量は急速 に減少 し ， 陰性化す るが，そ の 期

墹 は ， お お む ね 1 カ 月 以 内 と云 わ れ，2 カ 月以 上 に 亘 る

暢 性の もの は ， 破壊性胞从 奇胎或 は 絨毛 ± 皮 腫の 続発 を

考慮 に 入れ る必要が あ る
／／7）．

　 者 者 の 測だ した 成績では ，奇胎後の 患者の 血 清 Pr．　 fl

．は ， 大部分健康入値の 分布内、こ あ っ た （の が 多い ガ ， 図

．表で示 した C・A ・D ．続発例 や 3例の 絨毛上 皮幢息者の 臨

．床経過 と，1血清 Pr．値の 准移 に つ い て 検 寸して み る と，

そ の 臨床経過とあ る程度 の 関連性 を 示 す傾向が み り れ ，

二破壊性 胞伏奇胎や絨 毛上 皮 腫患者で は ，血清Pr．値 イ 多

くの 場今低 い ．こ の 事は ，化学療法 に よ る 鳶 響も 5 慮 さ

れ ね ば な る まい が ，血 清 Pr．値 の 恢 Q は 著 る し く辷 逆す

る よ うに 思わ れ る ．

　 他方，1929年 ，
Woglom3 巳1

は 目然潤 ⊂ ｝斜亡異の 抗体 は

発 見 され な い と慰倫 し ， 畑 ¢）免疫療法に 悲観的な 見解 と

発 表 し た が ， そ の 後極め て 少数では あ るが ．末期の 癌志

者に ， 突然症 状 の 改善 が み られた り， 或は 臨床的 に 殆 ん

ど治癒 の 状態 を 示 す 症例が 報 」1：sg ）

さ れ
“
⊂来 る に つ ！

ム
て s

担癌 生 体 が ， 白己 の 油 に 対して ，何等か の 抵抗
」vr　LV 有 す

る の では ない か と推察せ ざ る を 得 な い 場合 オ あ る．更 に

又 ， 近年 ， 流 血 中の 癌 細 胞 の 存在 が，相 当 高 率 に 証 明 さ

れ
弼 一 4｝，そ 撫 一一反 し，全身転移を起 こ す率 が 低い 事 が 注

冒 され て い る．こ の 意 味 か ら も，生 体の 非特異的抵抗因子

’
で あ る 血清Pr．の 存在 済 ，最近特 に興 1朱を惹い て い る．

　 RO 亡tin。
45 〕A6）、　ISIiker‘7＞，　SOUtham1D 等 は 癌患者 に ｝ま ，

血 清 Pr．値 が低い もの が 多い と報告 して い る． 特 に

Rottino は ， 癌患者 ユ09例 FFI49 例 （45％ ） に著明激低 F

二認め ， 癌患者以外で著明な低値 を示 した もの は ， 正常

入 5 ％，リン パ 腫患者 （ポ ジ キ ン 民病，唱
陵性 リン パ 性 白

血 病 ， リ ン パ 肉腫）93例 中20例 （22％ ），動脈硬化症 の 如

き退 手了変桝…疾 1患患 者32伊吐中15｛Y叮（47％ ） に 弧 られ る とレ、

い 異一
般 に慢性消耗性疾．患の 煽合は ，、rffL清 Pr．値 は 低下

す る と述べ ，广 の 種類，部位）1云移の 有無，進行杜度等

とは
一

定の 関係は ない と報告 して い る．薯者の 実験成漬

で ほ ， 健康人 に 比 し， 低値を示す傾向、忍め ．れ ， 子宮

頑癌では 第 窪朔 と診断 ざ れ別 癌 巣の 折
ン

つ 大 き い ：） の

ヤ ，極めて 予後不良 と云われる絨毛上 皮腫や ， 志 性卵巣

隙瘍 に 低 Pr．値の 傾向力 著明であ り ， 又 ， 再発 の 診断が

浹定 し 广 t っの うち 1例は ， 全身状態 1は 比 tX 的良好で孟

つ 赴に も拘わ らず ， 11単位 と君明な低佰を示 し ， モの 後

急速に 哀 ん ， 間もな く死亡 した ．

　一
方 ，今＃

CSI

は ，病 理 形態学的観点か ら，生 体 の 防儒

反応 を観察 し，症瞳は 病巣全体 と して の 搆造 や構築が あ

り，癌胞巣の 発育先端部 と接触す る間質
一
）種々 の 増殖性

反 応 相 ：ま，担 疱主 体の 抵抗力の
一

つ の 表 ナ月で ．） る と説明

し，C ・P ・L・ 分 戸二捉唱 した．抽陸 1 極の 防衛機構qノ 発

現 ま蓴に 局所の みに 限局 す る もの で ナ い と考え ら れ る

が ，著者 の 実験成績 か らは ， 子 1山 頸癌の C．P 、L ．分類 と

血清Pr．値 との問には ， 関連性 は 認 め得な ，・つ 蒜

　丁 術侵襲 置 っ い て の 血 清 Pr．値 の 変動、こつ い て は余 り

喚討 ブ な さ れ て い な レ 丿 ，Isliker‘’〕，Benson5 　甑ま余 り

関係 が よ
1

・ と報告 し て い る ．折 田
51 ），宮 沢

5m
尋 は 手 術侵

襲が，或程慶 　1大 き恥 場合〔一は ， そ の 侵襲の 大 き さ に

平 行 して， 術 微 L 血 清 Pr．値 の 低下 、 起 こ る こ とを 観

察 し ，
Feldrnan　 ℃ も同様 の 事 L 報 告 して い る、

　産 婦人利旗城に ポ ナる 広名凡性 子 呂 全 扇術．ま，現在わ が

国 Lこ 　 ナる 了言頚，　 冶療法で最 も高 し 資癒率 を あ げ て

い る が ， 同 時 に 辺，生 体 に 対 して も強 い 侵襲 こご加 え る も

．）であ る．こ の 場合， 術後の 血清Pr．値　多 くぴ
一

旦低

下 後 汐 窮に 上 并 す る。然 し，栄劉患者 駒 2 週闘で健康

人 値 L一恢復 した の 1‘こ 対 し，広汎 性全剔患 者 ゼ ま，約 3〜

4 起間 を 要 し ， 恢復が 遅 延 す る ，こ の 事、劃   旨侵襲の 大

小 に 関係す る ）の と思わ れ る。又 ，子宮頚癌放射線療法

で 1
『

， 臨床効 果 良好例 は 11例 中 9 例で．：〉っ 疋 が ， 全般的

に 症状 が 好 転 す る に従 っ て ，被曝 に よ じ
一

時低 下 レた 血

清 Pr ．値も
・
畝復 し ， 漸次健康入値 に近ず く傾向が 認 め ら

れ る．
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　其の 他 の産婦人科疾患 で は ，良 性 疾患の 場合で も，子

宮外妊娠 の 中絶 に み られ る よ うに，強い 侵襲が 持続的に

加 え られ た 時 は，血清Pr・値 は低 下す る が ， 子宮筋腫 ，

良 性 卵巣踵瘍 ， 子 宮腟部 糜爛 ，性 器奇形等の 患者で は ，

血清 P 藍 値は s 略 女 健康入値 の 分布内 に存在す る ．こ れ

ら惡性 腫瘍患者 ， 或 は 強い 侵襲下に お け る血清PL 値 の

低 ドの 原因は，生 体へ の Stress，出血 ，絶食，放射線宿

醉等に よ る生体の Pr．産生の 抑制又 は消費，或は 挫減 さ

れた 組織細胞 に由来す る多糖類 と ， 生体内の Pr．との 結

合
11 ）‘ s｝

に よ る もの と考 え られ る．然 る に 他 方，腫瘍組織

の 崩壊に よ り産生 さ れ て い た多糖類が ， 病巣特に癌巣剔

除，或は放射線療法に よ る癌巣 の 死滅に よつ て Pr．と結

合す る の が 遮断 さ れ ， 手術後，或 は ，放射線療法 に よ り治

癒傾向に あ る癌患者の 血清 Pr，値は 上 昇の 傾向を 示す ，

　故 に 手術後 ， 或は放射線療法中は ， 焦体の 抵抗力 の 減

弱 の 原因 とな る合併症の 防止 に は 厳重な 注意と， 強力 な

庇護療法 の必要性 が 痛感さ れ る．

　　　　　　　　　　結　 　論

　 Zymosan 　Assay に よ り， 産婦入科領域に お け る各種

疾患患者 の 血清 Properdin値 の 測定 を 行 な い ， 次の 如

き結果を得た ．

　　（1） 対照健康人 に比 し ， 正 常妊婦 の 血 清 PrQperdin

値は 低値 を 示 す ．

　　（2）　奇胎後患者 や，破壊性胞状奇胎及び絨毛上皮腫

患 者等 の 血 清 Properdin 値 の 推 移 は ， そ の 臨床経過 と

あ る程度の 関連性を示す傾向がみ られ ， 破壊性胞状奇胎

や ，絨毛上皮驥患者で は， tilL清 Properdin値は多 くの

場合低 い ．　　　　　　　　　 　　　　　　 ・

　　（3） 子宮頚癌患者の 血清 Properdin 値 は ， 低値を

示 すもの が 多い ぶ， C．P．L，分類 ど血 清 Properdin 値 と

の 閲 に は ，関連性 は 認め られな か っ た ．

　　（4） 頚癌の手術及び放射線療法に お い て ， 血清 Pr−

operdin 値が
一

時低下 した も の も症状が 好転す るに 従 っ

て ，漸 次 改善 さ れ る傾向が認められ る 。

　　（5）　一
般 に 悪性 腫 瘍患者で は，健康 人 に比 し ， 低値

を 示す．

　　（6） 子宮タト妊 娠の 中絶等強 い 侵襲を 勢 ナた 患者の 血

清 Preperdin 値は ， 低値 を 示 した．

　　（わ 　子宮筋踵，良性 卵巣腫瘍等，良性 疾患患者の 血

清 Properdin 値 は ， 殆ん ど健康人 と変 らな い ．

　 稿 を 終 る に 臨 み ，御 懇 篤 な 御 指 導 と 御 校 閲 を 賜 つ た 恩

師加 来 道 隆 教 授 に 深 謝 す る と 共 に ，実験 の 御教示 身 載 い

た 本学 第
一

内科 ，富 安博 士 ，御 助 言 ， 御 鞭 樋 下 さ っ た 田

代 助 教授，中 山 講 師に 謝 意 を 表 す る ．尚，本 論 文 の 要 旨

は ，昭 和37年10月，第62回 九 州 医 師会 医 学会 に お い て 発

表 し た 、
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